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100年前に
やってきた山車

　復
元
修
理
事
業
の
報
告

　
新
あ
ら
じ
ゅ
く宿
区
が
令
和
４
、５
年
の

２
ヶ
年
で
計
画
し
、
文
化
庁
文
化

芸
術
振
興
費
補
助
金（
地
域
文
化

財
総
合
活
用
推
進
事
業
）
の
補
助

を
受
け
て
実
施
し
た
新
あ
ら
じ
ゅ
く
ち
ょ
う

宿
町
山

車（
町
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
）

の
修
理
事
業
が
こ
の
た
び
完
了
し

ま
し
た
。
２
年
目
と
な
る
令
和
５

年
度
は
、
舞
台
の
柱
装
飾
に
な
っ

て
い
る
四し

じ
ん神
彫
刻
の
う
ち
、
未
修

理
で
あ
っ
た
玄げ
ん

武ぶ

・
朱す

雀ざ
く

の
木
部

補
修
、彩
色
修
理
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
て
四
神
す
べ
て
の
修
理
が

終
了
し
、
朱
色
に
極
彩
色
の
彫
刻

が
映
え
る
、
町
内
唯
一
の
屋
台
型

山
車
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

　山
車
の
構
造
と
来
歴

　
越
生
町
文
化
財
保
護
委
員
の
石

井
健
た
け
し

氏
の
論
考
に
よ
れ
ば
、
建

造
当
初
の
新
宿
町
山
車
は
、
人
形

の
台
座
を
取
り
付
け
た
一
本
柱
を

山
車
の
屋
根
を
貫
く
よ
う
に
立
ち

上
げ
る「
八
王
子
型
一
本
柱
建
て

人
形
山
車
」（
多
摩
地
域
か
ら
埼

玉
県
西
部
で
多
く
建
造
さ
れ
た
山

車
）
と
呼
ば
れ
る
構
造
で
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
該
山
車
は
越
生
最
古
の
山
車

で
、
車
台
に

「
文ぶ
ん
せ
い政
十
年

丁ひ
の
と
い亥
六
月
吉

祥
日
」（
西

暦
１
８
２
７

年
）
の
墨

書
銘
が
入
っ

た
部
材
が
組

み
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
新

宿
町
で
は
、

大
正
13
年

（
１
９
２
４
）

に
、
小お

そ

き

曾
木（
現
青
梅
市
）
か
、

金か
ね
こ子（
現
入
間
市
）
か
ら
譲
り
受

け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
何
ら
か
の
理
由
で
使
用
さ
れ
な

く
な
っ
た
人
形
台
座
は
、
現
在
、

正し
ょ
う
ぼ
う
じ

法
寺（
大
字
越
生
）
の
閻え
ん
ま魔
像

の
台
座
に
転
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
、
四
神
彫
刻
も
台
座

柱
を
支
え
る
持
送
り
彫
刻
と
し
て

機
能
し
て
い
た
も
の
で
し
た
。

　
新
宿
町
に
山
車
が
渡
っ
て
か

ら
こ
れ
ま
で
に
、
昭
和
51
年
度

（
１
９
７
６
）
に
部
材
改
修
・
塗

工
事
、
平
成
９
年
度（
１
９
９
７
）

に
車
輪
・
車
軸
修
理
、
平
成
24
年

度
に
は
解
体
修
理
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
今
か
ら
約
１
９
０
年
前

の
江
戸
時
代
後
期
に
造

ら
れ
、
巡
り
巡
っ
て
越

生
町
へ
や
っ
て
き
た
貴

重
な
山
車
を
、
こ
れ
か

ら
も
力
を
合
わ
せ
て
守

り
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

◎
参
考
文
献・
資
料

・
令
和
４
年
７
月
発
行
　

祭
禮
技
術
研
究
所（
代
表
・

池
畠
和
義
）『
越
生
町
指

定
文
化
財
の
山
車
』

・
令
和
５
年
７
月
　
石
井

健『
越
生
町
指
定
有
形
民

俗
文
化
財「
越
生
神
社
祭

典
　
新
宿
町
山
車
」
の
改

修
の
歴
史
　
メ
モ
』

車台から上の部分（屋根上に載る龍の彫刻を除
く）が復元修理された新宿町山車

建造当初の「新宿町山車」のイメージ図
　　　　　　（『越生町指定文化財の山車』より引用）

舞台の内側から見た持送り彫刻（四神）・左から朱雀、青龍、白虎、玄武
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Pick up

おごせ教育

おごせっ子広場おごせっ子広場
　　町内の小中学校や町の行事等に町内の小中学校や町の行事等に
参加参加する子供たちを写真で紹介するする子供たちを写真で紹介する
コーナーです。コーナーです。

の
学
習
意
欲
を
高
め
て
い
き
ま

す
。

徳
：
豊
か
な
心
と
道
徳
性
の
育
成

　「
越
生
町
の
三
つ
の
あ
」
を
推

奨
し
、
規
律
あ
る
生
活
が
で
き
る

子
ど
も
た
ち
を
育
成
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
自
校
に
誇
り
を
も
つ

た
め
に
、
堂
々
と
校
歌
を
歌
え
る

子
ど
も
た
ち
を
育
て
ま
す
。
さ
ら

に
、
地
域
の
資
源
を
有
効
に
活
用

し
た
体
験
活
動
を
充
実
さ
せ
、
郷

土
愛
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

体
：
心
身
と
も
に
健
や
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
の
育
成

　「
お
は
よ
う
運
動
」
や
日
々
の

体
育
活
動
を
活
性
化
さ
せ
、
運
動

好
き
な
子
を
増
や
し
、
体
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

清
掃
活
動
を
充
実
さ
せ
、
物
を
大

切
に
す
る
子
ど
も
を
育
成
し
て
い

き
ま
す
。

　
本
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　４月２５日（木）に西入間警察署
の方をお招きして、交通安全教室
を開催しました。１・２年生は横断
歩道の渡り方を、３～６年生は自転
車の乗り方についてご指導してい
ただきました。児童は、署員さんの
話を真剣に聞いたり、実際に行っ
たりしました。安全第一、交通事故
に遭わないように気をつけて生活
できるよう指導していきます。

　　４月23日(火)より、１年生４月23日(火)より、１年生

が部活動に本入部しました。が部活動に本入部しました。

自分を大きく成長させること自分を大きく成長させること

ができる部活動。３年間、一ができる部活動。３年間、一

生懸命頑張り、多くのことを生懸命頑張り、多くのことを

学んでほしいと思います。学んでほしいと思います。

越 生 中 学 校

　４月１９日（金）は、全校なか

よし遠足に出かけました。６年生
～１年生で８つの縦割り班に分か
れ、「弘法山」と「上谷農村公
園」を巡りました。入学したばか
りの１年生も一生懸命に歩き、公
園では班を中心にみんなで楽しく
遊ぶことができました。

梅 園 小 学 校

ズームイン教育316

越生小学校

『子どもたち一人一人が
輝いている学校に』

　
本
校
は
明
治
六
年
の
開
校
以

来
、
今
年
で
百
五
十
一
年
を
迎
え

ま
す
。

　
本
年
度
も
全
教
職
員
で
す
べ
て

の
児
童
へ
指
導
・
支
援
を
行
い
、

二
百
七
十
三
名
の
「
子
ど
も
た
ち

一
人
一
人
が
輝
い
て
い
る
学
校

に
」
を
目
指
し
、
日
々
の
教
育
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

本
校
の
学
校
教
育
目
標

〇
す
す
ん
で
学
び
合
う
子

〇
仲
良
く
助
け
合
う
子

〇
元
気
に
や
り
抜
く
子

　
今
年
度
の
重
点
目
標
と
し
て
、

「
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
教
育
の
推
進
」
を
し
て
い
き

ま
す
。

知
：
確
か
な
学
力
の
育
成

　
越
生
町
で
示
し
て
い
る
「
家
庭

生
活
・
家
庭
学
習
の
す
す
め
」
を

活
用
し
、
学
習
習
慣
の
定
着
を
図

り
、
学
力
の
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
導
入
す
る

Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効

果
的
に
活
用
し
、
児
童
一
人
一
人

越 生 小 学 校
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